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項目 　　　　　　　　　　　　　　　　主 な 特 徴

栄養状態やそれを合成する肝臓、腎臓のはたらきをあらわします。数値が高い場合
は肝臓障害や自己免疫疾患など、数値が低い場合は栄養不良、肝臓障害、腎臓障
害や急性感染症などが疑われます。また、脱水状態では血液が濃縮されて値が増
加する場合があります。

総蛋白を調べるだけではわからない異常を調べる事ができます。総蛋白の主成分
であるアルブミンとグロブリンとの比率で、血清蛋白の異常を知る簡便な方法となり
ます。数値が高い場合は無γグロブリン血症、数値が低い場合はネフローゼ症候群、
重症肝疾患、慢性炎症などが疑われます。

栄養状態の指標のひとつです。総蛋白の中でアルブミンは一番多く、約50%を占め
ています。食事から摂取した蛋白質は胃酸で分解され、アミノ酸などの形で吸収され
ます。それが肝臓でアルブミンに合成され、血液の血清に溶けて必要な臓器に運ば
れます。

クレアチニンは筋肉で作られ尿から排出されますが、腎臓機能に何らかの異常が
ある場合、尿として排出できなくなるため血中に増加します。組織の蛋白質が代謝
（エネルギーとして消費）されてできる老廃物です。食事や運動からの影響が尿素
窒素より少なく、安定した数値が得られると言われています。

蛋白質の体内での代謝産物で、尿として排出されるため腎臓の働きがわかります。
蛋白質が代謝されるとアンモニアとなり、毒性が強いアンモニアはさらに代謝されて
尿素窒素となります。数値が高い場合は腎炎など腎機能の低下が疑われます。
また、食事の影響（高蛋白摂取）や脱水状態でも高値になる場合があります。

痛風の原因となる物質です。細胞の中にある「核酸」が分解されると、プリン体という
老廃物ができます。特に肉や魚介類などの動物性蛋白質には「核酸」が多く、体内
に増えすぎると「尿酸塩」という結晶（ガラス破片のよう）になり、その結晶が関節など
に引っかかると炎症を引き起こします。これが痛風といわれています。腎臓に引っか
かるとやはり炎症や腎臓結石の原因となります。高カロリー食や過剰アルコール摂
取、運動不足、ストレスなどが痛風を起こしやすくなる原因となります。

腎臓機能を知る基本的な検査です。腎機能障害、腎炎、腎盂炎、膀胱炎、尿路の
感染症などで尿中に尿蛋白が増えます。

腎臓や尿路に出血があると陽性になります。陽性の場合、急性腎炎、膀胱炎尿路
結石など何らかの炎症が疑われます。正常な人でも激しい運動後など、一過性に
陽性になる場合があります。

糖尿病の検査には欠かせない項目です。食物が摂取されて血糖値（血液中のブド
ウ糖の濃度）が上がると瞬時に膵臓からインスリンが分泌されます。このインスリン
の分泌量が少なかったり、十分な量が分泌されていても働きが悪いと、慢性的な高
血糖の状態が続き、糖尿病となります。血糖は食事の影響を受けやすく、食後には
高くなります。

糖尿病の診断に重要です。血糖値が高くなると尿に糖が出るようになります。他には
腎臓に問題がある場合もありますが、この場合血清血糖値は正常値です。正常な人
でも激しい運動後など、一過性に陽性になる場合もあります。

長期間（1～3ケ月）の血糖状態を観察するのに有効です。血清血糖や尿糖は、食事
や飲食の影響を受けたり一日の中でも変動しやすいのに対し、HbA1cはほとんど変
動しないので、そのため、血糖コントロールが良い状態で持続できているかどうか、
その良し悪しがわかります。数値が高い場合は糖尿病が疑われます。また、著しく
数値が低値の場合には溶血性貧血が疑われます。

貧血の判別に役立ちます。赤血球の中にはヘモグロビンという酸素を運ぶ働きの
蛋白質が存在します。このヘモグロビンを作るために鉄分が必要となります。一日
の必要摂取量は男性で10ｍｇ、女性では15ｍｇ程度といわれています。最近では
ダイエットによる低栄養素状態が鉄欠乏性貧血の原因となっています。しかし過剰
摂取にも弊害があるため、バランスが大切です。

項目 　　　　　　　　　　　　　　　　主 な 特 徴

血液中に含まれるコレステロールの量を調べます。 総コレステロールはからだの中
にある脂肪のひとつで、食事からも摂取されますが、それより遙かに多い量が肝臓
と小腸で合成されています。各種ホルモン、ビタミンＤや細胞をつくる成分として大切
な役目を果たしている栄養素（脂質）です。多くのコレステロールの問題はコレステロ
ールが多い事が原因ではなく、それをコントロールする機能の低下によるものである
ようです。数値が高い場合は高脂血症、動脈硬化など、数値が低い場合は肝硬変、
栄養障害などが疑われます。

善玉コレステロールといわれ、血管の内側を掃除して動脈硬化を予防するはたらき
を持っています。数値が低い場合には動脈硬化が促進されやすいことを示し、原因
としては喫煙、肥満、運動不足などがあります。

悪玉コレステロールといわれ、血管に脂肪を付着させて血液の流れを悪くする働き
があります。本来は必要不可欠なのですが、血中に多く存在しすぎると動脈硬化や
血管を詰まらせてしまう原因となるので注意が必要です。

皮下脂肪の主な成分で、肥満と関係があります。中性脂肪は体温を一定に保ったり、
体を動かすエネルギー源として使われているため本来は必要不可欠なのですが、血
中に多く存在しすぎると肥満、動脈硬化、脂肪肝の原因となるので注意が必要です。

赤血球が分解されてできる色素であるビリルビン（胆汁色素）を測る検査です。血液
中にビリルビンが増えると黄疸になります。黄疸とは血液中に異常に増えた、毒性の
高いビリルビン（胆汁色素）が皮下脂肪に大量に溶け出た状態のことで、皮膚や白目
が黄色くなります。なんらかの原因で赤血球が大量に壊された場合（溶血）、胆石など
で胆汁の通り道が塞がれ血中に逆流した場合や肝臓の異常時に高値となります。

肝臓や心臓に多く含まれている物質です。肝臓、腎臓、心臓の筋肉、骨格筋、赤血
球の中などに含まれている酵素で、これらに障害が起こり、細胞が壊されると血液
中の値が高値になります。数値が高い場合は肝臓や心臓の病気を疑います。

GOTと同じような物質ですが、主に肝臓に多く含まれている物質で、肝機能障害を
みます。肝機能障害の時はGOTの値とともに増加します。数値が高い場合は肝臓
の病気を疑います。

主に肝臓や骨に多く含まれている物質で、肝臓、胆管、骨の病気を知る目安となりま
す。数値が高い場合は肝臓から十二指腸に至る胆汁の流出経路に異常がある場合
（胆石、閉塞性黄疸等）を示し、また骨の疾患、骨折などでも高値を示します。低値の
場合には、前立腺肥大症、甲状腺機能低下症などが考えられます。

肝臓に多く含まれている物質で、特にアルコール性からの肝障害に鋭敏に反応しま
す。肝臓に毒性のあるアルコール等により細胞が壊されると血液中の値が高値にな
ります。アルコール摂取がさらに過ぎると肝臓が弱り、中性脂肪が増えて脂肪肝が
進行する可能性があります。基準値より低くても問題はありません。

主にすい臓と唾液腺から出される消化酵素で、すい臓の病気のときに増えます。数
値が高い場合はすい炎、すいのう胞、耳下腺炎が疑われます。

腎臓や甲状腺の様子がわかります。カルシウムは、ホルモンの代謝や神経の伝達
など重要な役割を果たしています。カルシウム量（骨量）は思春期頃まで急激に増加
して20代半ばまで増加し続け、30代後半ごろにピークをむかえ、中高年期にかけて
減少します。特に女性は男性より、もともと骨量が少なく閉経後はさらに骨量が減少
するため、骨粗鬆症になりやすいといわれています。また、骨の形成に大切な年代
に健康管理をせずにダイエットをすると食物から摂取するカルシウム、ビタミンやたん
ぱく質の摂取量が少ないために若年期から骨量が不足しモロくなってしまう事もあり
ます。しかし、栄養補助食品などでの過剰摂取にも弊害があり、バランスが大切です。
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